
令和６年度

大 学 院 工 学 研 究 科

博 士 前 期 課 程 学 生 募 集 要 項

外 国 人 留 学 生 入 試

お 知 ら せ

内容を変更する場合は，本学ウェブサイトに掲載します。

（https://www.tut.ac.jp/exam/entrance/collect.html）
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１ 入学者受入方針（アドミッションポリシー） 
 

豊橋技術科学大学は，技術を支える科学を探究し，より高度な技術を開拓する学問としての
“技術科学”の教育・研究を使命としています。この使命のもと，博士前期課程では，特色あ
る技術科学教育を通じて，豊かな人間性と，自然と共生する心を持つ実践的・創造的・指導的
能力に加え，高度技術開発能力を備えたグローバルに活躍できる上級技術者・研究者，持続的
発展可能型社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者を育成します。 
そのため，本学では次のような人物を広く求めます。 

 
１． 人と自然を愛し，地域社会やグローバル社会の発展に貢献する志を持つ人 
２． 技術や科学を探究する志を持ち，それらの学習に必要な基礎学力がある人 
３． 自ら積極的に学び，考え，行動し，技術科学の新しい地平を切り拓く志を持つ人 

 
 
２ 各専攻の入学者受入方針（アドミッションポリシー） 
 
  〔機械工学専攻〕 
 
   機械工学専攻では，機械工学に関する専門的知識を有し，それらを先進的なものづくりや

独創的な機械・装置，システムの設計・開発に応用し得る実践的・創造的・指導的能力を備
えた，グローバルに活躍できる上級技術者・研究者，持続的発展社会に貢献できる挑戦的技
術者・研究者の養成を目指しています。そのため，次のような人物を広く求めます。 

 
・機械工学の基礎知識と実践的能力を十分に身につけ，この分野の研究に主体的・積極的に
取り組む意欲と行動力がある人 

  ・発想力が豊かで，新しい問題に対して挑戦的に取り組み，社会の発展に貢献する意欲があ
る人 

  ・高いレベルの思考力・判断力・コミュニケーション能力の獲得に意欲がある人 
 
 〔電気・電子情報工学専攻〕 
 
   電気・電子情報工学専攻では，電気・電子情報工学の発展を支える材料・プロセス技術，

エネルギーシステム，集積電子デバイスおよび情報通信システムなどの技術に精通し，実践
的・創造的・指導的な能力，高度技術開発能力を備えた，グローバルに活躍できる上級技術
者・研究者，持続的発展社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者の養成を目指しています。
そのため，次のような人物を広く求めます。 

 
  ・材料エレクトロニクス，機能電気システム，集積電子システムおよび情報通信システムの

それぞれの分野で，高度な技術開発能力を備えたグローバルに活躍できる高度上級技術者
を志す人 

・旺盛な好奇心を持ち能動的で自覚的に課題研究・解決に取り組む意欲がある人 
  ・自然科学の体系を系統的に理解し，それを応用して新しい技術を創造する意欲がある人 
  ・英語，国語および専門知識などを駆使したグローバルコミュニケーション能力の獲得に意

欲がある人 
 
 〔情報・知能工学専攻〕 
 

情報・知能工学専攻では，情報・知能工学に関する網羅的かつ専門的知識を有し，それら
先進的な基礎技術，ならびに応用システム構築に関する高度な技術開発・設計を行うことの
できる実践的・創造的・指導的能力を備えた，グローバルに活躍できる上級技術者・研究者，
持続的発展社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者の養成を目指しています。そのため，次
のような人物を広く求めます。 

 
  ・情報技術を基盤とする技術分野で，専門的知識・能力の修得に自律的に取り組む意欲を持

ち，創造的・探究的に持続力を持って研究を遂行できる人 
  ・ＩＴ・ＩＣＴ技術を応用として利用する分野で，先導的な情報技術者として修得した先進

情報技術を駆使し，大規模統合情報システムを企画・設計・実装・保守にわたりリーダー
として活躍できる人 

  ・人と自然と機械との調和を重視し，語学やコミュニケ－ション能力を有し，国内外でグロ
ーバルな視点から物事を判断でき活躍できる豊かな見識を持つ人 
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 〔応用化学・生命工学専攻〕 
 
   応用化学・生命工学専攻では，応用化学・生命科学分野および関連分野に関する最先端の

高度な専門的知識だけでなく，その周辺分野についての幅広い学識を備え，それらを総合的
に活用して技術的課題を解決できる実践的・創造的・指導的な能力を備えた，グローバルに
活躍できる上級技術者・研究者，持続的発展社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者の養成
を目指しています。そのため，次のような人物を広く求めます。 

 
・物理，化学，生物学の大学学部レベルの基礎を修得し，応用化学・生命科学分野の先端的
研究，融合研究および応用研究に強い関心と意欲がある人 

・幅広い人間性と考え方，倫理観と社会性を有し，人類と自然との共生，公共の福祉を考慮
し，高度な最先端の専門知識を総合的に活用して技術的課題を解決できる上級技術者・研
究者を志す人 

・国際コミュニケーション能力の獲得に意欲的で，グローバルな視点から判断・活躍できる
上級技術者・先導的研究者を志す人 

 
〔建築・都市システム学専攻〕 

 
   建築・都市システム学専攻では，都市・地域の建築・社会基盤施設およびそれらをとりまく

環境を，将来を見据えてデザインするとともに，それらをシステムとしてマネジメントするた
めの高度な能力を有する実践的・創造的・指導的能力を備えた，グローバルに活躍できる上級
技術者・研究者，持続的発展社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者の養成を目指しています。
そのため，次のような人物を広く求めます。 

 
  ・自然環境，社会システム，地域文化など人間生活に関わる幅広い問題について関心を持ち，

問題解決に貢献しようとする意欲がある人 
  ・建築，社会基盤分野の専門技術を修得したもので，この分野の新しい研究と実践に意欲的

に取り組む意欲がある人 
  ・創意工夫をこらした発想に富み，難しい問題に対しても主体的，積極的に取り組むことが

できる人 
 
 
３ 博士前期課程入学者選抜受入方針 
 
   豊橋技術科学大学大学憲章の基本理念，教育の目標に沿った人材を育成するために，開放

性，客観性，公平性を旨とした多様な入試方法と多面的な評価方法により入学者を受け入れ
ます。 

 
〇 外国人留学生入試 

グローバル化社会に対応し，活躍できる上級技術者・研究者を育成するため，外国人留
学生入試を実施します。外国人留学生入試では，大学院で学ぶために必要な基礎学力およ
び専門分野の専門的知識を有しているかを，基礎科目の筆記試験，本学が指定する日本語
および英語資格・検定試験のスコア等により評価します。また，専門分野における学習お
よび研究遂行能力や資質並びに志望動機や研究意欲等を口述試験および面接試験により
評価します。 
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４  募 集 人 員 

  研究科名      専  攻  名    募集人員 

 工学研究科 

  機 械 工 学 専 攻   若 干 名 
  電気・電子情報工学専攻   若 干 名 
  情 報 ・ 知 能 工 学 専 攻   若 干 名 
  応用化学・生命工学専攻   若 干 名 
  建築・都市システム学専攻   若 干 名 

 

５ 出 願 資 格 

  日本の出入国管理及び難民認定法において大学入学に支障のない在留資格を有する者で，次

の各号のいずれかに該当する者とします。 
(1) 日本の大学を卒業した者及び令和６年３月卒業見込みの者 

(2) 大学改革支援・学位授与機構において，学士の学位を授与された者及び令和６年３月まで

に学士の学位を授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了

見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該

外国の学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込み

の者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修

了した者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものと

して文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において，修業年限が３年以上である課

程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履

修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者又は令和６年３月３１日までに

取得見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修了年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以

後に修了した者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(8) 文部科学大臣の指定した者 

(9) 学校教育法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって，本学大学院にお

いて，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(10) 本学大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で，２２歳に達したもの及び令和６年３月までに２２歳に達するもの 

(11) 大学教育修了までの学校教育の課程が１６年に満たない国において大学教育を修了した

者で，大学教育修了後，日本国内又は国外の大学若しくは大学共同利用機関等これに準ず

る研究機関において，研究生研究員等として相当期間（おおむね１年以上）研究に従事し

ており，令和６年３月３１日までに２２歳に達するもの 

 （注）出願資格(9)～(11)により出願する者は，必ず事前に８ページにより所定の手続きを行っ

てください。 
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５ 出 願 手 続 

(1) 願書受付期間等 

願書受付期間 

（願書を郵送する場合） 

令和５年１２月１４日（木） 

～令和５年１２月２０日（水）１７時までに本学必着のこと 

願書受付期間 

（願書を持参する場合） 

令和５年１２月１８日（月） 

[受付時間] ９時から１２時及び１３時から１６時  

インターネット 

出願登録期間 

令和５年１２月８日（金）９時００分 

～令和５年１２月２０日（水）１７時００分 

検定料支払期限 令和５年１２月２０日（水）２３時５９分 

※記載の日時は全て日本時間です。 

※願書を郵送する場合，願書受付期間後に到着した願書は，受理できませんのでご

注意ください。 

 

(2)  出願方法 

出願方法は，次の４ステップです。 

【ステップ１】インターネット出願登録 

インターネット出願登録期間にインターネット出願システムにアクセスし，画面 

の指示にしたがって入力してください。詳細は９ページをご覧ください。 
 
【ステップ２】検定料支払い 

コンビニエンスストア等で検定料を支払ってください。 
 
【ステップ３】出願書類送付 

「(3) 出願書類等」を願書受付期間内に入試課入試係（C棟1F）へ直接持参するか，

または簡易書留速達で郵送してください。 

○出願書類等の郵送先 

〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１ 豊橋技術科学大学入試課 
 
【ステップ４】受験票の印刷 

出願書類を受理した後，令和６年１月１８日（木）から受験票の印刷が可能となり

ます。インターネット出願システムからログインし，受験時までに自身で必ず印刷（A4

サイズの用紙）してください。印刷した受験票は，試験当日必ず持参してください。 

※インターネットを利用することができない場合は，令和５年１２月５日（火） 

１７時までに入試課入試係までご連絡ください。 
 

(3) 出願書類等（日本語又は英語で作成されたもの） 
      出願資格(9)～(11)に該当する者の出願書類等については，別途当該志願者に通知します。 

書 類 等 摘      要 
１ 出願確認票  出願登録後，A4サイズで印刷したもの。 

２ 写真票 出願登録後，A4サイズで印刷したもの。写真は，正面上半身脱帽で出願以

前３か月以内に撮影したものを使用してください。 

３ 卒業（見込）証明書 出身大学の卒業証明書又は卒業見込証明書（コピーは不可） 

４ 成績証明書 出身大学作成のもの（コピーは不可）。なお，科目名，成績評価等が符号

又は略字により表示されている場合は，説明を付してください。 

５ 推薦書  出身大学作成のもの。（定職に就いている者にあっては所属長作成のも

の。） 

６ 学歴記入票  本学ウェブサイトよりダウンロードした様式について，記入してくださ

い。（https://www.tut.ac.jp/exam/entrance/collect.html） 
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７ 英語能力レベルを証明 
する書類 

2021年12月以降に受験した以下のいずれかのスコア認定証等１通を提出

してください。（※提出されたスコア認定証等は返却しません） 

・TOEIC® L&R（公開テスト）：オフィシャルスコア（原本で写真付きのも

のに限る） 

・本学の教務課または入試課が対面形式で実施したTOEIC® L&R（団体特別

受験制度[IPテスト]）：スコアレポート（個人成績表）のコピー 

・本学の教務課または入試課以外が実施したTOEIC® L&R（団体特別受験制

度[IPテスト]）：スコアレポート（個人成績表）の原本および本学所定

の証明書 
  ＊証明書は本学ウェブサイトからダウンロードしてください。 

https://www.tut.ac.jp/exam/entrance/collect.html 

・TOEFL iBT®：ETSに対して「豊橋技術科学大学入試課(Admissions Division 

Toyohashi University of Technology)」宛にオフィシャルスコアを出願

期限までに到着するように送付依頼の手続きをしてください。（本学の

DI-CODE:9381） 

・IELTS™：実施機関（日本国内では日本英語検定協会）に対して「豊橋技

術科学大学入試課(Admissions Division Toyohashi University of 

Technology)」宛にIELTS公式の成績証明書(Test Report Form)を出願期

限までに到着するように送付依頼の手続をしてください。 

８ 日本語能力レベルを証明 
する書類 

以下のいずれかの成績証明証等の原本を提出してください。（※提出され

た証明書等は返却しません） 

・JLPT日本語能力試験（国際交流基金・日本国際教育支援協会）：成績証

明書 

・J.TEST実用日本語検定（日本語検定協会）：成績表 

・BJTビジネス日本語能力テスト（日本漢字能力検定協会）：成績認定書 

・JPET日本語能力評価試験（日本語能力評価試験協会）：成績証明書 

・JPT日本語能力試験（日本語能力試験実施委員会）：成績証明書 

９ 検定料  

３０，０００円 
出願書類の提出前に支払い手続きを済ませてください。海外からの検定料

の支払いは，クレジットカードに限ります。なお，本学出願時に令和６年

度日本政府〔文部科学省〕国費留学生内定者については検定料は不要です。 
10 住民票又は在留カード 
（外国人登録証明書）（写） 

（現に日本国に在住している外国人のみ）国籍・在留資格・期間が記載さ

れたものとします。（該当者のみ） 
11 国費留学生証明書  現在，在学中の大学で発行のもの。（該当者のみ） 

（注）１．証明書は，日本語または英語で作成された原本を提出してください。原本を提出できない場合は，

出身学校が原本から正しく複製されたことを証明したもの（Certified True Copy），もしくは大

使館等公的機関で原本証明されたものを提出してください。また，日本語・英語以外の言語で作成

された証明書は，自国の公的機関で証明した日本語訳または英語訳を添付してください。（いずれ

も日本語学校等での証明は認めません） 

２．中国の大学を卒業または卒業見込みの者は，上記の書類に加え，中国教育部認証システム（

） http://www.chsi.com.cn/xlcx/bgys.jsp より，以下の書類を印刷し，

あわせて提出してください。いずれも証明書の言語表記は英文版のものとし，提出時点でWeb認証

の有効期限が1か月以上残っていることが必要です。 

i)中国の大学を卒業した者：学歴証書電子登録票（ ） 

ii)中国の大学に在学中の者：オンライン在籍認証レポート（ ） 

３．提出された出願書類は返還しません。 

 

(4) 障害を有する志願者との事前相談について 
障害等（学校教育法施行令第２２条の３に定める障害の程度及び障害者自立支援法に準

拠）がある者は，受験上及び修学上配慮を必要とすることがありますので，出願前にあらか

じめ入試課入試係まで問い合わせてください。 
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６ 選考方法及び期日  

   入学者の選抜は，学力検査，面接，英語検定試験のスコア，日本語検定試験のスコア及び成

績証明書の総合判定により行います。 
 
 学力検査科目，学力検査及び面接の日時・場所 
  （受験にあたっては，７ページ「11 受験者心得」をよく読んでおいてください。） 

 試験日 
 
専攻名 

令和６年２月１日(木) 

機 械 
工 学 専 攻 

10:30～12:00（90分） 
基礎科目 

13:00～ 
口述試験及び面接 

電気・電子情報 
工 学 専 攻 

10:30～ 

口述試験及び面接  

情 報 ・ 知 能 
工 学 専 攻 

10:30～12:00（90分） 
基礎科目 

13:00～ 
面接 

応用化学・生命 
工 学 専 攻 

10:30～ 

口述試験及び面接  

建築・都市システム 
学 専 攻 

10:30～ 

口述試験及び面接  
  

７ 合 格 者 発 表 

   令和６年２月１６日（金） 

   合格者には「合格通知書」をもって通知します。また，参考として本学ウェブサイト（入試 
情報）にも同日１１時に合格者受験番号を掲載します。電話等による合否の照会には，一切応 

じません。                             
 

８ 納 入 経 費（予定額） 

    入 学 料 ２８２，０００円 

    授業料前期分 ２６７，９００円 （年額５３５，８００円） 

なお，入学時及び在学中に納入金の改定が行われた場合には，改定時から新入学料及び新授 

業料を適用します。  
   また，入学時に令和６年度日本政府〔文部科学省〕国費留学生である者については不要です。 
 

９ 個人情報の取り扱いについて  

 出願書類に記載された住所・氏名・生年月日その他の個人情報は，適切に管理し，下記利用 
目的以外には使用しません。  
① 入学者選抜，合格者の発表，入学手続及びこれらに付随する事項 
② 入学後の学務業務における学籍・成績管理  
③ 入学者選抜方法改善のための統計データ  

 

10 安全保障輸出管理について 

本学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づき，「国立大学法人豊橋技術科学大学安全保

障輸出管理規程」を定め，外国人留学生等の受け入れに際して厳格な審査を実施しています。 

規制事項に該当する場合は，希望する教育が受けられない場合や研究ができない場合がありま

すので，ご注意ください。 
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11 受験者心得 

1. 試験当日，Ａ棟集合場所で各自試験室を確認の上，１０時１５分までに試験室へ入室して

ください。 

2. 受験票を必ず持参してください。万一，受験票を紛失した場合には直ちに届け出てください。 

3. 試験室で机上に置いてよいものは，受験票，鉛筆，シャープペン，消しゴム，時計（計時機

能だけのもの），メガネ，ティッシュペーパー（袋から出した中身のみ）だけです。 

4. 試験開始後２０分までの入室は認めますが，これを過ぎた場合は入室を認めません。 

5. 試験中，発言する必要がある場合は，手を挙げて合図し，監督者の許可を得てください。 

6. 試験室において，不適切な行為があった者は，監督者が退室を命ずることがあります。 

7. 携帯電話等の音の鳴る機器は，試験室に入る前にアラームの設定を解除してから電源を切

り，かばん等に入れて身につけないでください。 

8. 計算機（電卓，計算機能のある時計等）の使用は禁止します。 

9. 病気その他事故が生じたときは，速やかに係員に申し出てその指示に従ってください。 

10. 昼食等は食堂及び売店が利用できます。 

 

12 その他注意事項 

(1) 出願書類には，黒インク又は黒ボールペンで記入してください。 
(2) 納入された検定料は返還しません。  
(3) 出願書類に不備がある場合は受理しません。 
(4) 提出された出願書類等は返還しません。また，出願書類提出後は，記載事項の変更は認め

ません。ただし，現住所（連絡先）に変更が生じた場合は，速やかに届け出てください。  
(5) 入学手続の詳細については，合格通知書に同封します。 

 

13 受験に関する問い合わせ  

  ◎入学試験に関する問い合わせ先は下記のとおりです。  
〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１  
豊橋技術科学大学 入試課入試係 
℡ 0532-44-6581   E-mail  nyushi@office.tut.ac.jp 
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豊橋技術科学大学大学院工学研究科博士前期課程入学資格審査について 

 

 

本学大学院における個別の入学資格審査については，次により行います。 

 

１ 入学資格審査の申請受付期間 

 令和５年１１月６日(月) ～ 令和５年１１月１０日(金)（期間内必着） 

 

２ 申請書類 

 (1) 入学試験出願資格認定審査調書（様式２）（出願資格(9)～(11)該当者） 

 (2) 志望理由書（様式任意。用紙はＡ４判縦を使用）（出願資格(10)該当者） 

 (3) 業務実績の説明書（出願資格(10)該当者） 

 (4) 最終学歴の証明書（出願資格(9)～(11)該当者） 

  (5) 最終学歴の成績証明書（出願資格(9),(10)該当者） 

 (6) 研究生，研究員等として従事していたことを証明する書類（出願資格(11)該当者） 

  (7) その他資格・免許等を有する者はそれを証明する書類（出願資格(10)該当者） 

  (8) 初等教育機関への入学から高等教育機関修了までの学歴記載の書類（様式任意。出願書類

６「学歴記入票(Educational Background)」でも可。用紙はＡ４判縦を使用）（出願資格(9)

～(11)該当者） 

 

３ 申請の方法 

申請は，上記２の書類を書留速達郵便で送付してください。なお，郵送以外の提出は受理

しません。 

  ［申請書類の郵送先］ 

      〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１ 

                  豊橋技術科学大学 入試課入試係 

 

４ 入学資格の審査方法 

 入学資格の審査方法は，書類選考とします。ただし，書類選考では資格審査が困難な者に

対しては，口頭試問を行います。この場合，該当者には，令和５年１１月２２日(水)に電話

で通知します。 

 ［口頭試問の日時・場所］ 

     令和５年１１月２７日(月) １０時  豊橋技術科学大学 

 

５ 審査基準 

 本学大学院の履修が可能な素養を身につけていることを判断することとし，工学の専門知

識・能力，工学に関連する実務経験，志望動機及び学習意欲等について，申請者から提出さ

れた書類等により総合的に審査します。 

 

６ 審査結果の通知 

審査結果は，申請者に文書で令和５年１２月６日(水)までに書留速達郵便で通知します。

電話等による審査結果の照会には，一切応じません。 

 

７ 本件問い合わせ先 

 〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１ 

豊橋技術科学大学 入試課入試係 

℡ 0532-44-6583  E-mail  nyushi@office.tut.ac.jp  
 



-9-



-10-



-11-



-12-



豊川為当I.C

愛知県

２３

１５１

1

屋
古
名

橋
豊

浜松

「 」
「 」

２

Stamp



E-mail： nyushi@office.tut.ac.jp
URL： https://www.tut.ac.jp/

お問い合わせ先

〒 441-8580

愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１-１

TEL ： 0532-44-6581
FAX ： 0532-44-6582

豊橋技術科学大学　入試課入試実施係

ei001
テキストボックス



	R0404から使用7）募集要項裏表紙（地図）.pdf
	裏表紙
	R0304から使用7）募集要項裏表紙（地図）.pdfから挿入したしおり
	H30から使用7）募集要項裏表紙（両面）



